
事業の詳細などお問い合わせは
環境省総大臣官房総合環境政策統括官グループ環境経済課 電話：03-5521-8240 FAX：03-3580-9568
グリーンボンド発行促進プラットフォーム URL:http://greenbondplatform.env.go.jp./

グリーンボンドや地域の資金を活用した低炭素化推進事業のうち、
グリーンボンド発行促進体制整備支援事業

事 業 名

グリーンボンド市場の拡大に向けた支援を行います。

<発行支援者>

・グリーンボンドの発行支援を行いたい

etc.

補助対象者

民間事業者（グリーンボンド発行支援者）

ぜひ

ご検討

ください

事業内容

募集時期

平成31年5月頃以降、随時募集

資金使途がすべて
グリーンプロジェクトであって、
以下のいずれかを満たすもの

補助金による
グリーンボンド市場拡大に
向けた支援

グリーンボンドの発行支援に要する費用
（外部レビューや、コンサルティングの
費用）のうち9/10(グリーンボンド1件
当たり上限：4,000万円)を支援

①調達資金額の半分以上又は事業件数の
半分以上が国内の低炭素化事業であるもの

②資金使途に低炭素化効果及び
地域活性化効果が高い事業が含まれるもの

対象となる

グリーン

ボンド

支援スキーム 「グリーンボンド」とは
私募・公募の別を問わず、企業、金融機関、自治体等が、グリーンプロジェクト
（再生可能エネルギー事業、省エネ建築物の建設・改修、環境汚染の防止・管理など）に
要する資金を調達するために発行する債券。

このような方に

おすすめします。
グリーンボンド発行を検討している方で、本事業の利用
を希望される場合は、お近くの登録発行支援者※ まで
ご相談ください。

※グリーンボンド発行促進プラットフォーム

http://greenbondplatform.env.go.jp./

環境金融

民間向け



事業概要

グリーンボンド発行促進体制整備支援事業

背景・目的

２度目標の達成のために必要な巨額の投資をまかなうた
めには、民間資金を低炭素化事業（再エネ、省エネ等）
に大量導入していくことが不可欠である。このための有
効なツールとして、近年、国際的に「グリーンボンド」
が活発に発行されている。

我が国においてもグリーンボンドの発行事例は増えてき
ているものの、通常の債券発行手続に加え、グリーンボ
ンドフレームワークの検討・策定・運用が必要となるこ
とから、十分に導入されているとは言えない。グリーン
ボンド市場の自律的な形成・発展に向けては、その発行
支援を的確に行える主体の存在が重要となる。

このような状況を踏まえ、我が国におけるグリーンボン
ドの発行支援体制を整備し、グリーンボンドの発行・投
資を促進し、グリーンボンドにより企業や自治体が調達
した資金を活用して効率的に低炭素化事業を実施する取
組を強力に支援する。

事業スキーム

②グリーンボンド発行支援体制の整備

期待される効果

グリーンボンドにより調達した民間資金が低炭素化事業に活用され、それによって効
率的にCO2削減が図られる。

イメージ

国
非営利団体

（補助事業者） 補助金補助金

定額

環境改善事業・ＳＰＣ
・再生可能エネルギー事業
・省エネ建築物建設、改修 等

補助
事業者

グリーンボンド発行促進プラットフォーム
登録発行支援を行う者の登録・公表

登録申請 登録・公表

グリーンボンドの発行支援を行う者
（GBストラクチャー、外部レビュー機関、コンサル）

A B C D E F

サポート
グループ

サポート
グループ

サポート
グループ

グリーンボンド
ストラクチャー部門

外部レビュー部門
コンサルティング

部門

グリーンボンド
の発行促進

グリーンボンド発行支援者
（間接補助事業者）②補助対象：

①委託対象：非営利法人等

（補助率）
9/10(上限40百万円）

グリーンボンドを発行しようとする者（企業・自治体）に対して支援グループを構成
し効率的・包括的な発行支援（外部レビュー付与、グリーンボンドフレームワーク整備
のコンサルティング等）を行う者に対し、その支援に要する費用を補助する。

①登録発行支援者の登録・公表

グリーンボンドの発行支援を行う者の登録・公表を行う。

①発行支援コスト
（外部レビュー付
与、コンサル等）

を支援

投資

民間資金活用により
効率的に事業実施！

ＣＯ２削減！

発
行
支
援

2019年度予算（案）
500百万円（850百万円）

大臣官房
環境経済課


